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【目 的】小児期の不正咬合の原因には,舌 癖や

口腔周囲筋の機能といった環境的要因が深 く関与

してお り,口 腔周囲筋の機能的診断および治療効

果の客観的評価が求められている。 しか しながら,

舌の機能に対する評価基準はない。そこで本研究

では,小 児の舌圧を測定することで舌機能を定量

的に評価 し,顎 顔面形態 との関連性 を明らかにす

ることを目的とした。

【資料および方法】奥羽大学歯学部附属病院矯正

歯科 を受診 した患児81名(男 児28名,女 児53名),

平均 年齢9.09±1.46歳,Hellmanの 咬合 発育段

階によるⅢAか らⅢCを 選択 し,バ ルーン式舌

圧測定器(JMS舌 圧測定器〉による最大舌圧お

よび嚥下時舌圧 を測定 した。また,口 唇閉鎖力測

定器(LIP　 DE　CUM　 LDC-110R)を 用いて最大

口唇閉鎖力を測定した。初回検査時の側面頭部X

線規格写真によるセファロ分析,お よび非接触三

次元形状計測器(Vivid910)を 用いて歯列模型 か

ら口腔容積を算出し顎顔面形態を評価 した。被験

者をSkeletal　 I群(2° ≦ANB≦4°),Skeletal

Ⅱ群(ANB>4°),SkeletalⅢ 群(ANB<2°)



の3群 に分け,舌 圧と口唇閉鎖力,顎 顔面形態 と

の関連性 について統計学的検討を行った。

【結果 および考察】最大舌圧は,SkeletalⅡ 群

と比較 しSkeletalI群,SkeletalⅢ 群で有意 に

大 き く,嚥 下 時舌圧 はSkeletalⅡ 群 と比較 し

SkeletalⅢ 群で有意に大 きな値 を示 した。最大

口唇閉鎖力 は,skeletalI群,SkeletalⅡ 群 と

比 較 しSkeletalⅢ 群 で 有 意 に 大 き か っ た。

SkeletalⅢ 群 におけるL1-MPは,SkeletalⅡ 群

と比較 し有意に小 さく,下 顎中切歯の舌側傾斜 を

示 した。 これは,嚥 下時に舌が上方に挙上す るた

め下顎中切歯に加わる舌圧は小さく,口 唇圧が大

きいことにより舌側傾斜を示すと考えられた。 ま

た,最 大舌圧と嚥下時舌圧,嚥 下時舌圧 と口腔容

積との問に正の相関が認められた。

【結 論】小児期における最大舌圧,嚥 下時舌圧

および最大口唇閉鎖力ともに,前 後的な骨格系分

類と深 く関連 してお り,SkeletalⅡ 群 と比較 し

SkeletalⅢ 群で有意に大きいことが示 された。ま

た,最 大舌圧と嚥下時舌圧に正の相関を認め,こ

れらは舌の機能評価に有用であると考え られ た。

さらに,嚥 下時舌圧 と口腔容積との問に正の相関

が認め られたことから,口 蓋形成 に舌の機能圧の

関与が示唆 された。今後我々は,本 研究で得 られ

た知見を矯正歯科治療における患児の舌の機能評

価に反映 させていきたいと考えている。


